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KAIL Training Program in Asia

＜旅行主催・企画実施＞
株式会社西鉄旅行
TEL : 092-525-2211
FAX : 092-525-3937

アジア研修プログラム

事前研修1日／タイ4泊6日／事後研修1日

参加者募集のご案内

2023年12月1日(金)／ 2024年1月14日(日)～1月19日(金) ／2月20日(火)

＜研修主催＞
特定非営利活動法人九州・アジア経営塾
TEL : 092ｰ726ｰ1861
E-mail : info@kail.jp



親日家が多い東南アジアの国々では、いかにビジネスリーダーが国の発展のために貢献
しているのか。彼らは日本をどう思っているのか。その現場を歩き、日本はアジアの国々
を相手にいかにビジネスを行えばよいのかを考えます。多様性が求められる今、アジアの
国々はどのように人種や宗教などの違いを乗り越え、ビジネスを成功させているのかも学
びます。そして、九州は本当に国際化しているのか。自分や組織のあり方を再考し、将来
を担うグローバルな視点を持ったリーダーへのステップアップの機会とします。

アジア研修プログラムの目的

アジア研修プログラムで何を学ぶか

タイ・スタディ・プログラムの構成

■これまでの仕事の振り返りと将来に向けた目標設定
＊出発前に所属組織でのこれまでの仕事を振り返り、何が成果で、課題は何かを考えます。
＊仕事だけでなく、人生における目標を立てます。
＊立てた目標をじっくり考えながら、現地で人々がビジネスの現場でどう生きている
のかを見て、聞いて、観察しながら、自分はどうすべきかを改めて考えます。

＊帰国して、研修を振り返り、事前研修で立てた今後の目標を再考します。

■フィールドワークはチームビルディングと国際化への一歩
＊現地では、チーム単位で企業を選定し、1日かけて現地のビジネスリサーチを行います。
＊事前準備を通して、企画力・リサーチ力・交渉力を養います。様々な分野で活躍する
研修メンバーとのチームビルディングの大切さを学びます。

＊将来、アジアでビジネスをするためにも英語は必須です。日系企業だけでなく、英語
しか通じない現地企業訪問にもチャレンジしてほしいと期待しています。

■講師に積極的に発言し、研修内容を文章にまとめ、表現能力と考える力を養う
＊研修中は各分野の第一線で活躍するリーダーの講義を聞き、質問をします。
＊講義やフィールドワークで何を学んだのか、研修結果を今後の仕事にどう活かすか、
また、自分の組織をよくするためにどう活かしていくのかを、報告書の形でまとめます。

＊事後研修では、フィールドワークのチーム発表に加え、今後の仕事や人生への決意表明
を行います。

■事前研修（ 2023年12月1日(金) 会場：電気ビル共創館）
＊アジア研修プログラムの目的について、しっかり学び、自分自身の目標設定を行います。
＊タイについての歴史・文化・政治や経済などについてのレクチャーを行います。
＊現地での講師の説明を行います。
＊フィールドワークに向けて準備（チーム編成・テーマ選定・役割分担など）を行います。

■タイ現地プログラムの概要
＊現地政財界要人からリーダーシップなどについて講義を受けます。
＊現地企業・団体を訪問し、ビジネスの現場を学びます。
＊九州からの現地進出企業や、タイの同世代との意見交換を行います。
＊フィールドワークでは、研修生のみでチームごとに1日かけてビジネスリサーチを行い
ます。

＊タイの歴史や文化を学びます。

■事後研修（ 2024年2月20日(火) 会場：電気ビル共創館）
＊チームごとにフィールドワークの結果報告を行います。
＊研修を通して考えた仕事に対する向き合い方、自分のあるべき姿、所属組織や社会への
貢献のあり方など、具体的に今後、どう取り組み、実現させていくのか、決意表明を
全員の前で行います。

＊研修効果を理解いただくため、派遣元企業・団体の人事担当者にご出席をお願いします。

九州から、アジアや世界で活躍できる次世代リーダーを育成するのが、九州・アジア
経営塾〔KAIL〕です。KAILではビジネスの現場で活かせる知恵に加え、リーダーに必要な
矜持を持って事にあたる「志」教育を行っています。

2004年の建塾から20年の歴史を重ね、現在、多くの卒塾生が九州経済の発展のため、
また、社会への貢献のため、九州のみならず全国、さらには世界各地で活躍しています。

九州・アジア経営塾〔KAIL〕とは



■対 象 者：次世代リーダー及びリーダー候補
■研修期間：2024年1月14日(日)～1月19日(金) 4泊6日
■訪問都市：バンコク（タイ）
■募集人員：20名（最少催行人員14名）※定員に達し次第締め切り
■研修旅行代金：495,000円 （各国空港諸税、燃油サーチャージ込）

※一人部屋ご希望の場合 追加代金 55,000円（4泊分）
■申込締切日：2023年11月10日（金）
■利用航空会社：タイ国際航空エコノミークラス
■宿泊ホテル：プルマン バンコクキング パワーホテル
■添乗員：福岡空港から同行します
■食事条件：朝食4回 昼食3回 夕食4回（機内食除く）
■研修旅行代金に含まれるもの
・行程中の講義受講､企業訪問にかかる費用
・行程中の航空運賃､バス運賃､宿泊料金（2名1室）
・行程表に明示した食事､入場料
・添乗員､ガイド費用
・行程中のサービス料､チップ

■研修旅行代金に含まれないもの
・フィールドワーク中の費用
・渡航手続諸費用（旅券取得等）
・超過手荷物運搬費用
・海外旅行保険代（任意）
・一人部屋手配時の追加料金（上記）
・お食事の際の飲物代
・個人的にご利用の諸費用

※研修旅行ご参加には2024年7月14日まで有効なパスポートが必要です
※KAILホームページ（アジア研修プログラムページ）よりお申込みください

加藤暁子・KAIL アドバイザーが監修

東南アジアは親日国が多く、多くの日本企業が進出し、日本政府が最も関係を深めてい
る地域です。とりわけタイは、江戸時代初期に山田⾧政が当時のシャム（アユタヤ王朝）
で王に仕え活躍し、日本人町を発展させました。今もアユタヤには日本人町の跡が残されて
おり、タイの経済界を中心に構成される泰日協会が運営をしています。タイは、外資優遇
措置を永年取り、自動車、電子電機などの製造業やサービス産業など日系企業約6,000社が
進出しています。タイは仏教国であり、歴史的、文化的にもお互いに理解できることから
1980年代の円高を機に多くの企業が進出し、タイで根を下ろしています。
私は、1997年7月2日、タイ・バーツの切り下げに始まったアジア通貨危機から4年余り、

毎日新聞香港支局でアジア全域をカバーする経済特派員としてタイをはじめアジア各国を
取材しました。その折に取材した政財界のリーダーと今も頻繁に連絡を取り、関係を構築しています。
毎日新聞退社後、福岡県宗像市で全国の高校生を選抜し、日本や世界のリーダーに育成する2週間のサマースクール

「日本の次世代リーダー養成塾」を開塾しました。20年間で3,400人余りの卒塾生が世界各地で活躍しています。記者時
代に知り合い、生涯の師と仰ぐマレーシアのマハティール元首相や、民間からの登用で財務大臣となりアジア通貨危機を
乗り切ったタイのタノン・ビダヤ財務相も、リーダー塾の講師を務めていただいています。今回、タノン氏には講義をし
ていただきますし、そのほか永年お付き合いのある経済人に講師をお願いしています。
世界は今、地球温暖化、紛争などに直面し、ビジネスはおろか、これほどまでに生きることが難しい時代はありません。

次に何が起き、そのために今、何をしないといけないのか。先手先手で戦略を打たなければ、日本も今の繁栄を維持する
ことは不可能です。それにはASEAN諸国と次世代が共働していくことが急務です。
今、タイをはじめとしたASEAN各国で、各界のリーダーが何を考え、日本に何を望んでいるのか。また、進出してい

る日系企業は現地で何に注力をしているのか。自分の目で見て、耳で聞いて、日本に近いタイの実情を知ることで、九州
から何ができるのか。日本は何をなすべきかを、この機会に研修生が真剣に考える機会となればと思っています。
これまで培った人脈と、私自身が20年間人財教育に携わったチームビルディングなどリーダーシップ教育の経験を生

かして、たった1週間ですが、必ずや皆さまの大事な社員・職員が次世代リーダーとしての自覚を持ち、活躍できるよう
に誠心誠意取り組んでいきます。

＜略歴＞
1982年 ４月 (株)毎日新聞社入社、福岡総局を初任地に東京経済部で大蔵省･経済企画庁･東証･自動車を担当。その後外信部記者。
1996年 ４月同社香港特派員としてアジア全域の経済分野をカバー、その後香港支局⾧
2001年 10月 毎日新聞退社後、慶応義塾大学グローバルセキュリティ研究所研究員
2004年 ７月日本の次世代リーダー養成塾事務局⾧
2006年 ４月早稲田大学公共政策研究所客員研究員兼財団法人インド経済研究所研究員
2010年 ４月日本の次世代リーダー養成塾専務理事兼事務局⾧（現任）
2011年 ４月ＮＰＯ法人九州・アジア経営塾アドバイザー（現任）
2016年 ７月公益財団法人ＡＦＳ日本協会理事⾧（現任）
2023年 6 月 株式会社九州リースサービス社外取締役（現任）

【利用予定ホテル】【利用予定ホテル】

プルマンバンコク
キングパワーホテル
プルマンバンコク
キングパワーホテル

BTS「ビクトリーモニュメント」駅前
に建つ2棟からなるラグジュアリーな
ライフスタイルホテル。客室は広々と
して明るく、モダンなインテリアに
最新機器や無料Wi-Fi接続、アイロン
など便利なアメニティが揃い、快適な
環境を提供。

BTS「ビクトリーモニュメント」駅前
に建つ2棟からなるラグジュアリーな
ライフスタイルホテル。客室は広々と
して明るく、モダンなインテリアに
最新機器や無料Wi-Fi接続、アイロン
など便利なアメニティが揃い、快適な
環境を提供。

募集要項



食事行程運送機関時間訪問地月日目
次

昼：機内
夕：ﾚｽﾄﾗﾝ

福岡空港出発

バンコク・スワンナプーム空港到着

オリエンテーション
バンコク泊

タイ国際航空

専用車

11:40
予定

15:40
予定

福 岡 発

バンコク着

1/14
（日）

1

朝：ホテル
昼：ﾚｽﾄﾗﾝ
夕：ﾚｽﾄﾗﾝ

JETROバンコク事務所職員による講義
タノン･ビダヤ元財務相による講義
タイ東芝訪問
コプカーン元観光・スポーツ大臣、泰日本人協会元会⾧
タノン･ビダヤ元財務相との夕食会

バンコク泊

専用車

専用車

午前

午後

バンコク1/15
（月）

2

朝：ホテル
昼：ﾚｽﾄﾗﾝ
夕：ﾚｽﾄﾗﾝ

日系工場見学（アユタヤ）
アユタヤ日本人村見学
福岡から進出の企業駐在員との懇談
上記メンバーとの夕食会

バンコク泊

専用車
専用車

午前
午後

バンコク1/16
（火）

3

朝：ホテル
昼：各自
夕：各自

フィールドワーク

バンコク泊

各自終日
バンコク1/17

（水）
4

朝：ホテル
昼：ﾚｽﾄﾗﾝ
夕：ﾚｽﾄﾗﾝ

パンサック・ビンヤラーティン元首相首席顧問の講義
タイ企業訪問をして若手ビジネスパーソンと懇談
スワナプーン国際空港出発

機中泊

専用車
専用車
専用車

午前
午後
深夜

バンコク1/18
（木）

5

朝：機内バンコク・スワンナプーム空港より空路福岡へタイ国際航空1:00
予定
8:10
予定

バンコク発

福 岡 着

1/19
（金）

6

※航空機・天候・現地事情により訪問箇所順序及び発着時間などが変更になる場合がございます。
※お泊りのホテルのお部屋グレード指定はできません。 ※ビジネスクラスを希望の場合はご相談ください。

時間帯の目安 午前(8:00~12:00) 午後(12:00~16:00)

総合旅行業務取扱管理者とは、お客様の旅行を取扱う支店での取引の責任者です。この旅行契約に
関して担当者からの説明に不明な点があれば、ご遠慮なく総合旅行業務取扱管理者にご質問下さい。

《　ご案内とご注意　》　お申込み前に必ずお読みください。

＜ホテルについて＞●2名1室の部屋タイプはベット2台の「ツインベットルーム」または大型ベット1台の「ダブルベットルーム」となります。●バンコク「プルマン バンコク キング パワー ホテル」はバスタブ､シャワー付きのお部屋になりま

す。●お部屋を1人で利用される方は1人部屋追加代金が別途必要です。同行者の取消により1人利用となった場合であっても同様です。●1名1室利用は、ベット2台のツインルームまたはベット1台のダブルベットルームをご利用いた
だきます。●すべてのお客様に同じタイプのお部屋を提供できないことがあります。

＜交通機関・乗継について＞　●飛行機移動について　日程表内に記載の航空機発着時間および便名は2019年7月19日を基準としています。　運輸機関の遅延、不通、スケジュール変更・経路変更など、また、これらによって生じる旅

行日程の変更・目的地滞在時間の短縮及び観光箇所の変更、削除などが生じる場合もあります。このような場合責任は負いかねますが、当初日程に従った旅行サービスが受けられるよう手配努力いたします。・航空機の座席配列や

空港での個人チェックイン化に伴い、グループ、カップルの方でも隣り合わせにならない場合があります。エコノミークラス席ご利用のお客様は、窓側/通路側のご希望は事前にお伺いいたしかねます。●航空会社にお預けになる荷物

には、航空会社により重さ・大きさに制限があります。また現地の空港～ホテル間において、別途運搬料を頂く場合があります。
<海外危険情報・衛生状況について>渡航先（国または地域）によっては、「外務省危険情報」等､国･地域の渡航に関する情報が出されている場合があります。外務省海外安全ホームページなどでもご確認ください。（URL：http：

//www/anzen.mofa.go.jp/）（海外安全相談センター）TEL：03-5501-8162　FAXサービス：0570-023300　渡航先の衛生状況については｢厚生労働省海外渡航者のための感染症情報｣(http://www.forth.go.jp/)でご確認ください。

<旅券・査証について（日本国籍の場合）>　・旅券（パスポート）：タイ入国時に6ヶ月以上の残存が必要です。・査証（ビザ）当コースでは不要です。外国籍の方は必ず大使館、領事館へお客様自身でご相談ください。

<個人情報の取り扱いについて>・当社は、旅行申込みの際提出された申込書に記載された個人情報について、お客様との間の連絡のために利用させていただくほか、お客様がお申込みいただいた旅行において運送・宿泊機関・保険

会社等（主要な運送・宿泊機関等については当パンフレット記載の日程表及び別途契約書面に記載した日までにお送りする確定書面に記載されています。）の提供するサービスの手配およびそれらのサービスの受領のための手続き

（以下、「手配等」といいます。）に必要な範囲内、当初の旅行契約上の責任、事故時の費用等を担保する保険の手続き上必要な範囲内で、それら運送・宿泊機関等、保険会社に対し、お客様の氏名、パスポート番号を、あらかじめ電
子的方法等で送付することによって提供いたします。お申込みいただく際には、これらの個人データの提供についてお客様に同意いただくものとします。

<燃油サーチャージについて>・旅行代金に含まれております。「燃油サーチャージ」は予告なく新設･変更･撤廃されることがあります。本パンフレットの掲載ツアーの旅行代金はそれによる変更は致しません。

<空港諸税等について>各国、地域毎の法律等によって渡航者個人に対して空港諸税（出入国税、空港施設使用料、旅客保安サービス料など）の支払いが義務付けられています。当パンフレット記載の旅行代金に現地空港諸税及び

旅客保安サービス料は含まれております。(2019年1月7日以降に出国する旅行者から徴収されている旅行代金に国際観光旅客税も含まれております)

今年度スタディツアー行程表


